








要約:神経芽細胞腫 6 ケ月マススクリーニング(一次マス)の問題点解決を目的として仙台

市を除く宮城県は 92 年に 18 ケ月マススクリーニング(二次マス)を開始した。4 群(一次

マス開始前 80～84 年出生の前期群、85～87 年出生の一次マス定性群、88～90 年出生の一

次マス定量群、91～93 年出生の一二次群)の出生コホート群における症例数を年齢別(全

症例群、0 歳群、1 歳群、2-5 歳群)に集計し 10 万対発生数で比較検討した。一二次群は

さらに 91～96 年出生群について仙台群と宮城群を比較検討した。有意差検定は X2 検定を

用いた。その結果、全症例群では、前期群 9.94 に比し各群増加した(一二次群 38.24、

p<0.0001)。0 歳群は前期群 1.99 に比し定量群 13.80 (p=0.0006)、一二次群 20.59

(p<0.0001)で増加した。1 歳群は前期群に比し一二次群 11.77 (p=0.0008)で増加したが 2

～5歳群は有意差はなかった。宮城と仙台の比較では仙台は 0歳症例が多く、宮城は 1歳、

2～5歳症例が多い傾向にあるが、各群に有意差はなく、さらに長期間の観察を要する。


